
事例1 (製造業)

工場設備の系統図作成演習

生産設備の系統図を教材化。
新人保全担当者が設備のつながり、製造工程を
理解できるようになるフロー記述問題と穴埋め形式
の演習問題を制作。

【設備概要（架空）】
機器番号：P-101（ケミカルポンプ）
用途：プロセス液移送用
液温：約120℃
軸封形式：メカニカルシール
冷却方式：シールチェンバー ジャケット冷却
（CW＝冷却水）

【メカニカルシールとは】
回転する軸と、固定されたケーシングの間から
液体が漏れるのを防ぐための軸封装置です。
パッキンを軸に締め付けて止める旧来のグラン
ドパッキン式とは違い、固定側の座（シート）
と回転側の座（リング）という2つの平らな面を、
スプリングの力で密着させて止水します。この
接触面（シール面）はごくわずかな液膜で潤滑
されながら回転するため、パッキン式より漏れ
が少なく寿命も長く、高温・高圧・腐食性の流
体を扱うポンプで広く使われています。

【この図での各部の役割】
固定部分（緑）：ケーシング側に固定されているシート・ハウジング。回転しません。
回転部分（オレンジ）：ポンプ軸と一体で回転するリング・スリーブ。
シール材（グレー）：固定側と回転側が接触する面。ここで実際に液漏れを止めています。
冷却水（CW）：シールチェンバーの外周をジャケットで冷やし、120℃という高温の液がシール面付近で気化し
てシールを傷めるのを防ぎます。
フラッシング：シール面に清浄で冷たい液を送り込み、面の潤滑・冷却・異物排出を行います。シール面が乾い
た状態で回ってしまう「ドライラン」を防ぐ、重要な系統です。
ドレン：シール部からのわずかな漏れ液を集めて排出する経路。ここからの漏れ量を見ることで、シールの摩耗
状態を早期に把握できる、保全上のチェックポイントになっています。

図面を教育コンテンツ化する事例を紹介します
新入社員・若手社員向けに、既存の図面や完成図書から、製造フローや系統、

設備仕様、設計手順を演習問題化している会社が増えています。

株式会社保全ラボ

https://hozen-lab.co.jp/

contact@hozen-lab.co.jp

050-5604-9815

HP
東京都新宿区住吉町2-18ウイン四ッ谷410

【受付】平日 09:00〜17:00
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完成図面をもとに、機器表・系統図・設計計算書
の作図演習、設計計算演習、解説資料を制作。
設計フローを実習形式で習得できる教材に組立
設計。

すでに持っている完成図面をそのまま素材に使える
ので、教材をゼロから作り込む必要無し。何十人単
位の新入社員にも同じ品質で横展開が可能。

新入社員が、製造工程のフォローや各設備の役割
を理解するために、製造工程の記述・穴埋め問題
及び解説資料を作成。

実機で複雑な設備や部品の色塗り資料を作成。
本サンプルは、「固定部分／回転部分／シール材」の
ように機能で色分け実施。機能ごとに色分けした資料
を使うことで、若手社員でも新入社員に理解しやすく
説明することが可能。

一番やさしい入り口教材として、まずは1図面の説明
資料から作成。

図面・仕様書などの技術情報を、演習問題・解説資料という「教材の型」に設計します。
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事例2 (建設業)

給排水・空調設備の設計演習
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事例3 (製造業) 設備部品の解説資料作成（構造を色塗り資料化）

Point

保全ラボができること
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